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割り箸の消費と日本



記事の要約
日本国内で年間250億膳
使われている割り箸の9割
は中国産である。その中国
が森林保護を理由に生産
を制限し、将来は輸出禁止
も視野に入れていると発表。
民間の外食産業では独自
の方法で対策をとり始めた
が、割り箸は日本から消え
てしまうのだろうか。



日本での割り箸使用の現状

一年間で一人当たり平均200膳の割り箸を使用

一膳あたりの割り箸は、国内産2円～20円
中国産1円～2円

用途別消費割合は１５％が弁当用、２０％が家庭

用、６５％が飲食店であるとされている。



割り箸の社会的メリットとデメリット

使い捨てなので、衛生的

手軽に使える

掴んだ物が滑りにくく、持ちやすい

費用が安い

水質汚染低減

割るという行為による儀式的な文
化の尊重

使いまわすことができない

廃材とはいえ、捨てる量が多
過ぎる

無尽蔵にあるという偏見

中国における森林破壊

防カビ剤など、用いる化学物
質による影響の懸念



私達が賛同した考え

林業衰退で使われずにいる状
態の多い間伐材を使用して割
り箸を作り上げる。

加えて私達は…
国内林業の活性化、さらに将来的
割り箸輸入廃止を考慮し、すべて国
内でまかなう為の、「全割り箸間伐
材使用」を進行させていくべきだと
考える。



間伐材利用の可能性

現在日本には約４００万ｈａの間伐必
要森林が存在している。その全てを
割り箸生産に充てられるとするならば、
約３兆膳が作れると算出された。その
中で、現在の２５０億膳で割ると、約
0.83％の森林の間伐材を割り箸に当
てるだけで間伐材割り箸の供給がま
かなえる。

＊処分費、枝条処理４千５百円、根処理６千
円（各１㎥あたり）がかかる



間伐材利用のメリット
間伐を行うことによって、木々の成
長を助け、乱立している木々の統
制が取れる。つまり、立木密度を調
整し、健全な生態系を保つことが出
来る。

さらに、間伐によってより高品質の
木材を供給可能にし、森林育成を
助ける。

拡大図



間伐材利用のデメリット

間伐を行うに際しての人件費、工事費の負担が所有者及
び業者に強いられる。

間伐材を箸にするためのインフラ、ないし土台が整ってい
ないので、受け皿が少なく現段階では間伐材利用の需要
が見込めない。

実在する国内産間伐材を使った箸は一膳約５円～１０円。

さらに、現状の林業では、価格の安い中国産におされて
しまっているので、全ての土地に対して間伐が行き届くた
めの財源がない。



割り箸を加工する費用を考えた際の利益

割り箸一膳に対する生産コストは、国内産で３円で
あり、これを今ある最低価格の5円で販売すると、
全体で500億円の収入を得ていることになる。そし
て、間伐費、搬入費、販売経費等が1ｈａ当たり３０
万円であるので、250億膳分の間伐必要林3万３千
ｈａで計算すると、99億6千万円の費用がかかり、
500億から引いて400億4千万円の利益が日本全
体で生じる。



現状の対策

＜割り箸＞

中国との関係強化

MYはし

アド割り箸

竹箸への切り替え

箸に付加価値を持た
せる（高級箸）

＜間伐材利用＞

ボランティアなどによ
る間伐作業

間伐を行う際に補助
金が支給されている



具体的な政府の対策

環境省：廃棄物処理法第５条の８に規定される廃棄物減量等

推進員は、一般廃棄物の減量の為に排出抑制の推進の項において
紙コップや割り箸などの使い捨ての物の使用を控えると定めている。

林野庁：間伐等推進三カ年対策、団地的な取組の強化及び間

伐の強さ（本数間伐率）の確保による効率的な間伐の実施、要整備
森林の属地的な間伐遅れの解消、長伐期施業への誘導等を推進。
併せて、国有林野においても間伐対策を重点的に実施。



まとめ

中国、「森林保護」を理由にした割り箸輸出

の禁止へ

・日本から割り箸は消えるのか？

→国内の間伐材利用割り箸生産で利益が得られる
ようになる

→全割り箸間伐材利用による国内の間伐材

の利用拡大

→割り箸消失の回避＆国内森林環境の保護



余談として…

我が大学の割り箸使用現状と対策

生協食堂：割り箸使用量は約三束/日。この場合の
一束は200本程度だそうです。基本的に割り箸は
リサイクルを行っている（主に紙などの再生紙）こ
れ以外にも並行してカーボン箸を使用中。

山食：割り箸のみ使用。具体的な数量は教えても
らえなかったが、可燃ごみなどと一緒に廃棄。リサ
イクルなどの対策はなされていないよう。



参考文献及び参考資料
下川製箸株式会社 実際に間伐割り箸を販売している
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農林水産省 林野庁 間伐等推進総合対策の推進
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JATAN（熱帯林行動ネットワーク） 実際に日本の消費する木材の量などを参照
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